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第1章 緒 言

學童結核ハ、本i邦二花 リテモ夙 ユ研究 サ レ來 ツ

タ問題 デ アツテ、文献 テ按ズ ルニ既二古 久 伊

藤(1910年)(11、 酒 井(1911年 〉箇、草野(1912年)

c3)v坂 井 ・齋 藤{1913年 〉(4}、瀬 脇(1913年){5)等

ガ夫 々農村叉 ノ、都市學童 二就 イテTuberculin

反 惚 ニ ヨル 結核 感染菊 ノ研究 ヲ 嚢表 シテヰル

ガ、之等諸氏 ノ研究 ヲ喘 メトシテ 爾來30絵 年

間 二相踵 イデ嚢豪 セラ レタ業績 ハ鰺 シク多藪 テ

算 へ枚爆 ノ繁 二堪ヘ メ所 デ アル.

而 シテ之等 ノ研究業績 ハ慨 ネTuberculin反 慮

ニ ヨル學童結核 率 ノ調査 ニ ノミ止 ル観 ガ アツタ

ガ、有馬等1(1930年)(6}ガ 札 幌市a於 ケル學童

晶封 シテ胸部 レン トグ ン検査 テ實施 シテ以來、

學童結核 ノ研究 二胸離 とン げ ン検 査 ノ重要性

ガ認識 セラv、 高 田{η、伊藤 ・木村(8},吉 見 ・松 田,

軌 藤 井〈1。)、吉原(概 佐藤L2)、新 井(13>、小野 島

⑳、柳澤働、金井・清水{戦 寺内働、 西堀 ・賀川

捌
、村松蝸、佐藤囲 等 二依 リ胸部 レン トゲン検

査 出 ヨル墨童結核 ノ研究 ガ旙 サ レタ ノデ アルガ

更 二亦、近年螢 光像撮影法 ノ創案 セラル ・二及

ビ胸部ヱ線検査 か 一層汎 ク慮用 セラル ・傾向 ト

ナツタ。叉Tubereulin反 慮 ニ ヨル結核感染頻

度 モ、嘗 テ1921年 、HambUrgeru,Montia

ヨ リ過大 二評償 セ ラレタモ ノヨリモi遙カニ低4

モ ノデアル コ トガ立謹 セ ラレタノミナ ラズ、學

童 ノ結核感染ハ時間的條件郎 チ年齢的 關係 ヨリ

モ、寧 ロ室間的條 件帥 チ家 族近親 内感染及 ビ結

核教員及 ビ結核學 童二依ル墨級 内感染 ノ重要姓

テ加 へ、結核 墨童感 染源 ノ調査 ニ ヨリテ感染源

ヨリノ隔離 ヲ講 ジ或 ハ客結核病 理學 ノ進運 二俘

・ ヒ初感染期 二於 ケル嚢病豫防 二封 スル看 護等 ガ

考 究 セラル ・・=.至ツタ。著者(2以22)モ亦 、諸家 ノ

験 尾二附 シテ茨城縣地方 二於 ケル墨童及 ビ中學

校生徒 ノ結核 二就 イテ研究 二從事 シツ ・アヅタ
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ガ偶 々薮年 ノ長 キニ亙 リ軍務 二服,スルニ至 リ之

ガ研究 ノ中断 ノ止 ムナ キニ至 ツタ。而 シテ今同

新 タニ沼津保健所 二職 ヲ奉 スルニ及 ビ再 ビ之 が

研究 二著手 スル機 會 ヲ得 テ其 ノ成績 テ第1報 ト

シテ報 告 スル次第 デ アル.

本研究二當 ツテハ結核豫防會静岡縣支部二負フ

所紗ナカラズ、又前任地茨城縣以來、余 ノ研究

そ封 シテ終始庇護鞭燵 セラル ・静岡縣1紛生課長

井出潔博士二封 シテ深甚ナル感謝 ノ意ラ表 スル

モ ノ ア ア ル 癬

第2章 大平村ノ概況

第1節 地勢、人文

・本村 ハ静岡縣 ノ東部 テ占 ムル駿 東郡 ノ南部 二位

シ、沼津市 ラ距 ル東南方約7。5kmデ アル。

東ハ狩野川 ノ流域 ヲ以 テ田方郡 申郷村、拉 二函

南村 二相封 シ、、北 ノ・清水村 二接 シ、西 及 ビ南 ノ・

低 イ鷲津 山脈 ガ駿東郡 静浦村、 田方郡 江間村 ト

ノ境界 テナ シテヰル.

東西30町33間 、 南北22町13聞 、 面積0.524

方 里 ノ純農村 デ アル。

耕地面積 ノ・田地115町8反8畝 、 畑地83町2

反8畝 、 山林151町1反3畝 、 原野14町2反

第2節

第1表

2畝 宅 地4425埣 デ、 地勢李坦、 氣候温暖 デ

アルe戸 撒276戸 、 入[11937(男950、 女987

昭和14年 現 在)デ 、職業 ノ主 ナルモ ノノ・農業 デ

220戸 、其他工業5戸 、 商業7戸 、公務 自由業

17戸 、其 他27戸 デアル ガ農業以外 ノモ ノ トi碓

豊モ大部分 牛農 デ アル
。 ・

交通ノ・東海道本線 テ距 ル南方6kmデ 、 交通ハ

1日4回 沼津市 トノ間 二乗合 「バ ス」ノ 往復 ア

リ◎ ・纂

結核殊二肺結核死亡
…

既往10ケ 年結核死亡表

ノ

{(、。合、日是在)睡 核馳 繊 総結鰯 人礪 辮 結鯛 人・醐 全結核死
曜和6年 168441 4 8123.15騙}47.50篇 』

,,,,7年 17722 1 3・11.29}16.93

,,,,8年 11794誓3
㌻

・1
4、16。72i22.30

""9年}、8、21 1 0

一__一 一 　

15,525.52

,,,,10年1817 4 0 420.01,20.01

,,,,11年 1860 61 7糊i㎜
,,,,12年 1760 51 6}28.41[29.94
,,,,13年 1744 20 2111.47i11.47

,,,,14年 1937 20 …

董L
2110・33i10・33

,,,,15年 1841 ・i・ 01010
平 均 1826 2.g「0.8

一　万1

15灘88i'20.25

毫

昭和6年 ヨリ昭和15年 二至ル既往10年 ノ結核
ま

死 亡 ヲ死亡届 二就 イテ 調査 スル5第1表 ノ如

ク デ ア ルe郡 チ10年 李 均、全 結 核死亡傘 ハ

20.2soん 。リ デ アリ肺結核 ノミ県就 イテ観 レバ、

釦5.88琶!、,、,eデア ツテ農村 二於 ケル結核 死亡卒 ト

シテノ、相 當高寧 ト思 ノ、tノル。

第2表 既往10年 村内、村外結核比較

村内村外死亡 舳 村外死亡 計}

・gl8i2294i41・/81
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叉結核 死亡 ノ場所 二就 イテ調査 スルニ第2表 ノ

如 クデ37名 ノ縮結核 死 二 封 シ テ 村 内死 亡19

名(51・35%〉 村 外死 亡10名48.65%〉 デ ァルe

而 シテ此 ノ村外死亡者 ノ多 クハ沼津 市、 硫島市

ノ病留院 二於 テ死亡 シタル音デ アリ、 死亡看 ノ

、'

大 部分 ハ從 來村 内居住 者 デ アツ タコ トヲ考 フ レ

バ入院前 二相常 ノ年月間家庭 内二在 ツテ周園感

染 ノ機會 モ アヅ タモ ノデ疫 學的 ニノ・村 内死 亡 ト

略 洞 ジヤ ウナ 意義 ヲ有 スルモ ノ ト思考 サ レ

,レ ^

第3章 検査項目姓二検査方法

第1節 槍査項目

〈1)「ッベ ル クリン」皮 内反慮検査

(2)赤 血 球沈降速度測定

第2節

「ツベ ルクリン」皮内反 慮 似 下軍二 「ツ」反慮 ト

略構 ス)ノ、僖研製薩 「ツベ ルクリン」2000倍 稀 稗

液(「 アムプ レ」入販費 品♪テ用 ヒ、左前縛屈側皮

内二、◎.1cqテ 注 射 シ、 概 ネ48時 間後 二 遜赤

ヲ測 定(欄 圓形 ノモ噸ノハ 長径及 ビ短径 ノ算術李

均)シ 、國民罷 力検 査法及 ビ 日本學衛振興會 ノ

標準 二・從 ヒO--4mmナ 〈一)、5-9mm(±>10

mm以 上 ラ(+)ト 剃 定 シタe

余 ノ、從 來7mm以 上 ヲ以 テ陽性 ト側定 シ來 ツタ

ガ、國民照 力法 及ビ日叡學衙振興會 ノ標準 ガ刺

定 セラ レテ「ッ1反 癒刺 定 ノ圃内的統 一 ガ圓 ラ レ

(3)胸 部X線 検杏

槍 査 方 法

ル トスルニ當 リ、 今後統計1直比較上 ノ便 宜 カラ

云 ツテモ、此 ノ標準 二從 フコ トガ至當 ト考 ヘ タ

カラ、以後 コノ牢癖定 二縁 ルコ ト・スノレ。

赤血球沈降速度 似 下輩二赤沈 ト構 ス)ハWes・

terffrenノ 方 法 二從 ヒ、概 ネ16-20。Cノ 室温

二放置 シテ1時 間値 テ測 定 シタe探 血ハ 午前
ノ

10時 ・-」2113ノ蓋食前空腹時テ選 ンダ.

X線 検査ハ「ツ」反慮陽性及 ビ疑陽性見童40名

二封 シテ、 沼津保健所備付、X線 糞生装置(島

津製作所、報闘第1型 〉ヲ以テ最初 二透視子行

ヒ、緬 イテ之等全員 ノ商接撮影テナ シタ。

〆

被検見童徳敏402名 二封 シ、 「ツ」反慮 陽姓見童

ノ・34名 デ、即 チ結核感染卒 ハ8.46±1.33%デ

アル。 之 ハ余伽厘 ガ嚢 轟茨城縣農村 二於 テ調査

シタ成績(9.87%〉 ト略 〈一致 シテヰル。

又有馬、 金井⑳ ノ北海道農村!725%)、 小 原⑳

ノ岩 手縣農村(9、2%〉 、石 田、 中村等鰍 宮城縣

下農村(9.2%)等a略 〈伯仲 スルガ、其他 ノ農

村騨 結核感染奪 例 一べ 問礎 ノ北 海道翫

廣附近農村學童(25,6%)有 馬 、安達等 歌 石川

縣下農村(16,6-26.6%〉 、粗 良128>ノ木更津 附近

農村(20.6%)、 有 馬、 清 水⑱ ノ北海道北部 及 ビ

南西部農村(21.8%〉 、 今村圃、 奈良縣 下農村

第4章 検査成績
/穐

第1節 結核戚染率
審

(14.2%)、,有 馬、 清水'うノ北 海道都市近郊農村

(21・8%)等 二較 ブ レベ 潅 カニ低 ク、農村學童

ノ結核感染傘 トシテハ寧 ロ低 イモ ノニ属 ズル
。

結核感染卒 テ學 年易駅牲別〉一=一観 レ〆第3表 ノ如

ii,デァ リ叉年齢 別(性 別〉一・rハ第4表 ノ如 クデ ア

ノレρ

豊Uif初 等矛斗第4聡 年 く14。00±4.90%)ノ 、最高i奪£

デア リ、反之、初等科第2學 年(2.08±2.53%)

ハ最 低率 デ
、結核感染傘 ハ必 シモ墨年進度 ノ順

二比例 シテ上昇 テ示 シテヰナ イ
。又特 二高 傘 テ

示 ス學年 テ認 メ得 ナィ コ トモ、開放性 肺結核患倉

者 ヲ1名 寵 瞳 カラ登 見 シナ カツタ事實 二鑑 ミ

、
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第3表 學年別、性別「ツ」反慮陽性率

戸

學年

～ 　 一一

lJ

f槍査 人員
}～ 一_一 一

♂/副 訓
一}廟 　 一 一 一 一

;

陽 性 鍛 及 陽 性 奉(%)
一

一_一_.__」_
♂ ♀1計

初1i30 35 6511(3.33±3.と8>触 3(8.57±4.73)
_二_.___________
14(6.16±2.53)

,32123
:一
25

148

1〆4.35±4.25)
諺

0 1(2.08±2.05)

,,3i28
…

準34
6213!10.71±5.84)き ト 4(11.76±5.59) 7(1L29±4.01)

耐

"4i24一
端26
5・
,4(16,66±7.6・)}3(・ ・.54±6.26)

}

7(14。00±4.90)
一 橘

,,519 29 48:0}4(13.79±6。40) 4(8.34±3.99)

L・6婁27

{2754
2(7・41±5・04)12(7・41±4・69) 4(7.41±3.56)、

筒1116 2440 2(12.50=ら7.90{3(12.50±6.75) 5(12.50±5。23)

1"2134 21 35 1(7.14±6.88)!1(4.76±4。64) 2(5.71±3.92),

辱 均181 221 1402 14・7.73+1.98)i20`9。05±0.65) 34(8.46±1.18)

{舎1-♀ ・
　

7i1141

齢陣 働

8

9

10

11,

12

26i32
24127
32i31
18i27
25i28
語工亙[璽
141821

15}7i13
__…_」_

第4表 年齢別、性別、

馨 陽

に あ

1計 舎

220

582(7.69±5。22)

510

635(15.63±6。41)

452(11.11±7.40)

531(4。00±3.96)〆

49Y5。56±5。41)

412〆10.00±6御71)

20ぎ1(14,29±13.23)、

性 鍛

う

テ學級 内感染 ガ無 イモ ノ ト考 ヘ ラレル.叉 年齢

的 二感染率 テ観 テモ、必 シモ年齢 二比例 シテハ

ヰナイ。

コノコ トノ、前記 ノ諸家 ノ業績 トー致 スノ外 コロ

デ、農村學童 ノ結核 感染ハ都會 ノ夫 レノ如 ク必

ズ シモ時間的 二痩 化 ズル モ ノデナイ コ トテ示 シ

テヰル。1又性別二結核感 染卒 ノ相違 ハ諸家 ノ業

績 塵 デ々 アツテ、學年 別性 瑚二或 ノ・年齢別性別

・二観 レバ各 階級毎 二或 ハ男鬼 ハ女見 ラ凌駕 ジ或

ハ女見ハ男見 ユ優 レ、結核感染卒 ノ著明 ナル差

異 ハ認 メラ レナ4r然 シ全罷的 ニハ 女 見(9噴05

土1。85%)ン 、男見(7。73±1。98%)ヨ リ 感i染傘i稽

塙 ク,コ ノコ トノ・余2糊 ノ茨城縣農村學童 ノ

轟蓼漏鍵 諜 浄リ謹巌 愚総 箋1
●

ノ

0

0

ぜ

「ツ」反磨陽性奉

一 ■

及 陽 性 率

層

%ノ
}一 一 一 一一 一 　

も

一一 占一 一一,-7丁

半 い 男 女 二雫 均
8.18±11.62) ξ 2(9.09±6.26).

♪

.13±3.07), 　 3ζ5.17±2.91)

丞 0

6.13±6.60) 10α5.87±4.62)

1.11±6.04)・

£

5(11.11±4。69)
一

〇.71±5.84)
『 『 〒}…
4/7.55±3。69)

。68±5.31) 4r8.16±3.91) 一
4.29±7.69) 512。20±5.11)

1 集1(5.00±4.87)
.05±1.85) 34(8.46±1.18)
騨網 一 纏β篇

第5表 部落別、結核感染傘

行政圃L塑 魎顎鹸饗
遡6(10・91%)

41・236一笙嘔

第2匠

第3匠

第4匠

第5匠

第6、7隔

山小

下
代
井

松
横
大

蹄
踊
谷

前御
小
戸

満

比
山
田

天
多
小
吉
`

藏
城
戸

南
新
政

44

42

29

47

三分_㎜i吾i薦

308

254

195

310

67

65

382、5。26%)

736,8。22%)

5171041&12.50%〉

。悔

異 ラ結論 スル モ ノデノ・ナ 久 寧 ロ今後 多数 ノ研

究 二倹 ツモ ノデ ア,!.
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次 二學童 ノ出身部 落別二結核感 染率 ヲ観 ル ト第

5表 ノ如 クデ アルe第6、7囁 〈12.50%)第1塵

(10.91%)第5題(8.22%〉 ノ・比較的高牽 デ アル

ガ、其他 ノ・大 ナル軒輕 テ認 メラレナ ィ.

第6、7偏 及 ビ第5睡 ハ 人 ロモ多 ク從 ツテ學童

薮 モ多 夕、結核感染傘 モ高 イガ、其 他 ノ部 落 ヲ

観 レバ必 ズ シモ.人 口密度 ト結核感 染傘 トハ比

例 シテヰナ イ.

人 口、β数 ガ多 イ ト云 ツテモ都會 ユ於 ケル状況

トハ其 ノ趣 テ異 ニ シ部 落 ノ面積 ノ慶狭 ユ依 ツ

テ、戸撒、賦 ロモ定マリ多 クノ場合之二比例 シ

テ決定 サレルノデアツテ、本村 ノ實情ノ・特嫁

屋密集シ結核感染上危瞼二曝露サ レル 偲 ノ・ル

、モ ノハナイ、唯、第1匠 ハ縣道二滑 ツタ部落

デアル.

要之、本村 二於ケル部落間 ノ結核感染卒 ノ相違

ハ特別 ノ意義ヲ有 スルモ ノト考ヘラレナへ 若

シ部落間二結核感染率二差異 ガアル トスレバ各

部落内二於 ケル開放性結核患者 ノ多寡郎チ感染

機會 ノ多少二因由スルモ ノデアロウ。

第2節 赤血球沈降反癒

第1項 學童1赤 沈徳

被検 見童402名 中、病的所見 ラ認 メタ7名 ラ除

外 シテ、所謂健康 學童395名 二就 キ其 ノ赤沈値

テ度藪分布 ヲ以 テ示 セバ第6表 ノ如 クナル。

是 二依 テ親 ルニ、 正鴬値(1-10mm)ラ 示 スモ

ノノ、全 員 ノ32.41%輕 度 促蓮(10--20mm♪ ノ

モノハ40.00%デ ア リ、全員 ノ72.4f%ハ 赤 沈

値1--20mmノ 間"・・'アル。.

延 農㈹ハ茨城縣下某農村學童(286♪ 名 二就 イテ、

赤沈 ラ検査 シ、全員 ノ78.3%ノ ・1-20mmノ

間 ニ アル ト云 ツテヰル。叉宮西等{鋤ハ大阪府下

某 中等學校生徒(1403名 〉二就 テ 之 ラ検査 シ全

員 ノ70.2%ノ 、1-10mmノ 間 ニア リ、年齢 ノ

長 ズルニ從 ヒ正 常値 ヲ示 スモ ノハ漸次増加 スル

ト唱 へ 砂川93>E亦 、 奈良縣下 中等墾校友 ビ小
ノ

學校 見童二就 イテ略同様 ノ成 績 テ得 テ ヰル、

余 ノ今同 ノ成績ハ 延 島 ノ成 績 ト略、一致 シヲ

ヰル ガ、 宮西等 ノ威績 二比較 ス レバ 正常値(1

10mm)ヲ 示 スモ ノガ甚 ダ少 ナ イ、 即 チ前者ノ・

全 員 ノ約 ヲ4弱 デアル ノニ 余 ノ夫 レハ全員 ノ協

デ ァル.コ ノコ トノ》被検者 ノ年 齢 ノ相違ニモ因

ルモ ノ ト考 ヘ ラ レ丸 勘 チ・ 宮颪 柳 レ 云 フ

如 ク、年齢 ガ長 ズルニ從 ツテ赤沈値 ガ滅少 スル

ト云 フ コト ・一致 スル シ、余 ノ今 同 ノ検査成績

デ モ、年齢 ノ進 ムニ比例 シテ赤沈 値正常 テ示 ス

モ ノ多 クナル シ、幼少 トナルニ從 ヒ赤沈促進 ス

ルモ ノ士曾加 ノ傾向ニ アル、此 ノコトニ閥 シテハ

別稿「墨童 ノ赤血球沈降反磨 ノ研究」二於 テ詳 シ

ク論 ズルツモ リデアル。

所謂健 康學童395名 ノ赤沈埴 ノ算術 李均ノ・

M,±m,,=16.90士0.443デ 、 結核見童7名 ノ夫

レノ・M2=ヒm2=23.20±5,545ト ナ リ、統 計學的

二M,～Mノ ～/M12十M22く3デ アツテ雨 者 ノ差

ノ・有意 デハナ イ、 即チ、結核兜童 ノ赤沈値 ノ・健

康見童 ノ夫 レニ比 シテ特 二健進 スル トハ認 メラ

レナ カヅ タ。

而 シテ健康墨童 ノ約30%=・ ・ak沈20mm以 上 ノ

促進者 テ認 メル ノデ集 團検診等 二於 テ赤沈 値 ヲ

目標 スル場合、大 二反省 スベ キ問題 ト考 ヘル。'1

第6表 所謂健康學童赤沈 ノ度巌分布表
奪

1＼ 蕨 ヒ

度 籔(%)
1

1隻

累積度藪(%) :臨(%プ
随1st・ 、}
0-10m釦 霞

i10_20舳

1繭 δ蕊i

128(32・41%)]28(32・41%)
し

158(40.00%)1 286(72.40%)

72(18.23%) 358(90.63%)
1}

130・一一40rぬ獅15(3◎79%)、 373(94.43%)

i4・-5・ 鵬鵜
}

8(2・02%)暉1(97・ 妬%)

150m珈 一{ 14(3.55%)1395(100.00%)π 繍 齢

健 康 見童 赤 沈 李 均Ml±mim・16.90±0.443

結 核 見 童 赤 沈 築 均M2±ms・23.20±5.545

第2項 「ツ」反鷹 ト赤 沈 トノ關係e

「ヅ」反鷹 ト赤 沈 トノ關係二就 イテ
、赤潴 直カヲ

観 ダ ツ仮 癒 ノ分菰 及 ビ「ツ」反慮 カラ観 タ赤

沈 ノ分布ハX夫 々第7、8表 ノ如 クデ アル'。
●
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魏

郎チ赤沈正常値(1-10mm)ナ ル モ ノニハ、「ツ」

反慮(一)ナ ルモ ノ蜥然 多 イ、而 シテ赤沈値 ノ檜

加 スルニ從 ヒ、 「ツ」反慮(一)ハ 減少 スル傾向 二
縛 噸

ア ル 。

然 レ共、赤沈30mm以 上 ノ促進 セルモ ノニ就

テ顧ル ニ、陽性者1名(2.50%〉 ナ ルニ陰性者38

名(10・50%〉 デ約4倍 デ アル、 帥 チ、rヅ 」反慮

陰性 ノモノニ却 テ赤沈促進 ノ傾向 デ アル。

今 同 ノ調査 二於 テ「ツ」反慮陽性 見個 々 ノ赤沈値

晶就 イテ観察 スルニ(第9表)稻 (肺 門腺

腫 脹〉ガ38mm、 最 高値 デアツテ、却 テ陰性者

轟異常促進 セルモ ノガ アッ タ、要之、 「ヅ」反慮

ト赤沈 トノ間ニハ特別 ノ關係 ヲ認 メラ レナ ィ。

之ハ宮西等 ト同 ジク叉延島 ノ成績 トモー致 スル

シ叉、 余 ガ働 陸軍兵員 二 就 イテ ノ研 究 モ亦、

「ツ」反慮 ト赤沈 トノ間 二統計學的有 意 ノ關係 ヲ

認 メ得tカ ヅ久 反之、砂 川33)「ツ」反鷹 陽性者

ハ陰性者 二比 シテ赤沈稻 丸促 進 スルヲ認 メテヰ

,Yo

トモカ久 余 ハ集團機 診二於 テ、赤沈 ヲー ツ ノ

目標 トスル コ トノ・大 ナル謬 デ アル ト云 フ人々 ノ

論 二封 シテ左租 スルモ ノデ、 ソノ詳細 ハ稿 ヲ改

メテ論 スル心算 デ アル。

/

第7表 赤沈 ト「ツ」反懸 トノ關係(赤 沈 ヨリ槻 タル分布)

∵ ド 潤(+)
1;1

(±)}〆 一)∵ 計

r 、0-10;レ 搬 13(10.00%) 4(3.・8%グ1・ ・3(86。92%ブ ー13脚 、1

110--20mm
10(6。28%) 1(0.63%2 114893

.09%)…159(100%っ
∫ 昭

20・-30a職 10(13.70%) 0, 63(86.30%ブ173(100%)

30獅 鶏a以上 1(2。50%) 1(2.50%) !38て95 .00%)40(100タ6)
…

1計 34(8。46%) 6(・.49%)睡2(9。 。。5%)402(1。 。%)

第8表 赤沈 ド ツ3反慮 ㍗ノ關係(「ツ」反慮 響り観タル分布)
}

赤 沈

「ソ」反 磨 ＼＼

≒

0-・10憩 鵬

'

10--20mm 20--30m鶏 α {3。 短灘以上

}
計

(十) 13(38.24%)
卵一_

110(29・41%) 10(29.41%ナ
一 『

1(2.94%) 34(100%)
、

(±)、 蔓(66。67%)i 1(16.67%) 0 1(16.67%) 、6(100%)

(一) 113(31.26%) 148(40.88%) 63(17β8%) 38(1?・50%)・ 362(100%)

計1 130(32。08%)i 159(39.ら5%) 73(18.15%) 40(9.95%)、 402(100%)
{

第3節 「ツ」反癒陽性見 ノ戚染源調査

「ツ」反慮陽性見童34名:・ ・就 イテ 其 ノ感染 源 ヲ

調査 シタ。主 トシテ受持教師 及 げ村役場 吏員等

二就 イテ、訊 ネ タモ ノデ固 ヨリ正 鵠:ア期 シ難 イ

ガ、・1嚇 ノコ い テ受持教 飾或 ハ村役場 吏員 デ

モ、 カナ リ見童 ノ家 庭 ノ舞犬況 ヲ知悉 シテヰル ノ

デ、常 ラズ トモ遠 カラザル モ ノカ ト思 バ レル.

之 等 ノ調査 ヲ綜 合 スル ト

(1)家 庭 内二感染源 ノアリシモ ノ

7哲 唖(20,59%)

(2)親 戚 内二{感染源 ノアリシモ ノ

4修1α(11。76%〉

(3)感 染 源 ヂ認 メ ヌ モ ノ10例(29.41%)せ

く41感 染源 ノ有無不 明 ナルモ ノ12例(35.39%1

(5)患 者一ト参須繁ニニ往そ夏セルモ ノ1例(2.9%)

トナル、家族 内a感 染源 ア リシモ ノ2例 ハ同胞

デ夫々肺 門周園浸潤及 ビ肺野浸潤 デ ナルガ コノ

兄 ガ最近肺結核 デ死亡 シテ居 リ、家族 内感染 ノ

濃厚 ナル例 デアル.併 シナガ ラ、全膿的 二観 テ

本村學童 ノ感染源調査 二於 テ、家族 内乃至親戚

間/感 染例 ハ30%強 デ プツテ高傘 トハ謂 ヒ得 ナ
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イe金 井踊 ハ北海道農村 ノ例一:・・於 テ、rツ 」反

慮陽性見童39名 中30名(76.9%〉 ハ家族史中結

核死亡又ノ・現在罹患者テ有スルモノデデル ト述

べテヰル.本 村状態ハ、之二較 ブレバ、遙 カニ

家庭内感染例 ガ少ナィガ北海道農村 ノ封犬況 ト比

較触 化 ノ燵 セノ泳 縣農村 トノ間二結核蔓延

ノ疫學的差異 ノ存 スルコ トモ考 ヘ ラ レル。之等

ノ黙 二關 シテハ今後緬行 スル検査 二依 テ聞明 サ

の ヒモ ノト信 ズ ル、
。

第4節.

fッ」反慮陽性見童34名 、 疑陽性兜童6名 、 合
'計40名 二就キ、 胸部X線 透視及ビ撮影 チ實施

シタガ胸部X線 學的所見 ト、「ツ」反慮、赤沈 反

慰 家族史等 トノ關係 テ⊥括スVバ 第9表 ノ如

クテアルb

X線 窩眞40葉 中、全 然病攣iテ認 メヌモ ノ20例

50・0%ト ナ ルガ、 「ヅJ反 慮陽性見童34名 二就

暫 ノミ観 セバ58・6%晶 梱 常 シ、 斜}鱗 が北

海道農村 …於 ケル成績58.9%ト 殆if-h致 シ歩

薪 ルガ・ 清 水嫡 ノ函館市墾童 轟 於 ケル成績、
・38・29/o-"比プvバ 相常 ノ隔 リアル ノ麿 認 メル

e
「ヅ」反鷹 疑陽性鬼童6名 ハ何 レモ病的所見 ヲ認

'メ得 ナ カ
ツへ 之等疑陽 性者 ハ余 ノ從來 ノ判定

標準 ユ稼 レバ陽性 二算 入 セラ勘ベキモ ノデ アツ

テ、判定標準 ノ検討 スル タヅ撮 影 ラ試 ミタモ ノ

デ アルガ今向 ノ検索 ニ アツテハ何 等病 的所 見テ

認 メ得 ナ カツ タ、然 シナガ ラAUergie前 騙 期

=・Zル モ ノヲ考 フ レバ傘 員 ノX線 検査 チ主張 ス

ル モノデアルコ トテ附言 スル。

殊 二第3報 二、テ報 告 スルガ ゴノAllergie前 騙

期sア ル2、3ノ 例 ヲ認 メテヰル シ、又某工場 員

ノX線 検査(近 ク爽表〉エ於 テ從來考 ヘ ラ レタル

ヨリ多撒 ノPositiveAnergieヲ ・認 メテヰル ノ

デ之等 ノ研究 モ亦X線 墨 的二興味 アルモ ノト考

ヘ メレ
o

X線 學 的 二所 兇 ヲ認 メタモノ20例 デデ ァル ガ、

「ツ」反慮陽性 見童34名 一r-・sgeイテ謂 ヘバ58.81

%二 相 常 スル。

/

要之1農 村學童 ノ結核感染径路 トシテ不明ナル

モノモ欝 クナイガ家庭 内感染ガ重要 ノ役割 テ演

ズルコ トハ事實デアツテ、前違 セル2名 ノ同胞
ガ ハ ノ

共 二結核 二罹 患 シテヰル モ ノガ兄 ヨ リ感染 セル

等 ノ事實 カ ラシテ、 墨童 ノ結 核豫防問題 ハ、從

來 ノ如 ク墨校 二於 ケル養護 ト李行 シテ家庭 内感

染源 ヲ調査 シテ之 カラ隔離 スル コトヲ要 スルハ

喬 テ4i莫タナイ。

X線 學的検索成績
＼

X線 聡 的所見 ヲ分類 ス レバ、 召灰化原 獲竈2例

(5.0%)、 肺 門腺灰化像4例(10.0%〉 、 初期攣

化 群4例(10・0%)、 胸 内腺腫 脹4例110・O%)、

肺野浸潤 及 ビ肺 門周園浸潤3例(7.5%)、'肺 炎

肋膜朕腿1例(2.5%〉 、 シモ ン氏病 竈1例(2.5

%)ト ナ ル。'

初 期攣 化群4例 中3例 ハ陳薄性 ノモ ジデ所謂硬
ヤ ヤ

性初期攣化群 ヂアリ、 制 ノ・軟性初期攣化群

/症例番號2>デ 璽極期 ノ像 ラ示 シテヰルe
　

胸 内腺腫脹 ハ4例 共 一:・肺 門腺腫脹 デア リ何vモ

右側 デアツタ、肺門腺圃 長ノ診陶1二常 ツテへ

從來梢 くモ ス レバ濫用 サ レル傾 向 アル ニ鑑 ミ充

分戒心 ジ、躍 二膝門部陰影 ノ籏大、索状陰影 ノ

厨強等 ハ探 ラズ肺門部 ガ腫 瘍歌 二獲大 シ且 ッ心

臓部陰影 トノ間 二明 イ部分 デ認 メルモ ノ・ミヲ

探 リ翫重 チ期 シタッモ リデ アル
ご

以上x線 墨的所見テ綜括 スレバ、 初感染(原 嚢

竈、肺門腺灰化線、 肺門腺腫脹、 初期攣化群)

ハ3篇%ユ 棚常 シ、ll}泳 ぶ'ワ函館韓 瞳 ノ

57・7%二 比 シ遙 加 隔 ルガ、 岡騨 ・ワ 北海道

樹 埠 童 ノ37・7%・ 同 ジク市部鞭 ノ38.2%ト

全 クー致 シテヰル。

再感染 ハ3例(7,5%〉 デ アル。

ヒ土之氏病 竈1例(2・5%〉 ヲ 認 メ タガ、 抑k

Sim◎n7・15歳 以 下 ノノ∫・見 ノ胸部X線 爲眞2561

二癖中71例(2・7%)二 嚢 見 シ外 言胃フが
、 余 ハ從

馨取扱 ツタ約3000葉 中、 本例 ヲ加 ヘ テ僅 二2

例 ヲ縄験 シテヰル ノミデ アル。

7
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第 9 表

為

弊 名 瞳 性1繍
響

瞳講 ㈱繍 眞槻}轡

魎

家 族 吏

714 30×35 右肺野原登竈 同居セル伯父、肺結核ニテ死亡1.一
蟄7♀11 38×45 右腕軟性初期愛化群(璽極性期)祖父、肺結杉死亡2.一

3.一 8劇38 7×9 布肺門腺腫脹
8♂ 6 38×40

…

醜4.一
・瑳、5魯一爵

8 21 20×23

…{一 ㎝ 一 一rP凹

早1

ぽ 餌18 8×7

鼎 … …一 　一　 需… 　 『 「『

6.一
7.一19辛

し_童

_≦L
2

20×28
ア ー

右肺尖肋膜腓豚
_{

ゴ

騨

8・一9刷 5x6

}一_

曲　

9。一10.争i 40x50 i
聖

10・■ilo皐
一極}__

7 22×26 右肺硬性初期憂牝群 り〆

}ユ1。一dσ ♀ 14 32×50
}メ 祖父、肺結核死亡

12.一10牟 7

E㎜涯漏 …
両側肺門茨化陰影 ←

13.一10♂ ド 7117×25 右肺門腺腫脹

、広_}、 。 舎
肇

18123×27
,一

15.一110含 12i21×33 右腕中野浸潤 悦、肺結核死亡(28、 ト同胞ナ リ){一

弐6._i・ ・ 早 7. 30×30 左肺門腺茨化像 ・喉 ジ

…
17.一10含 魁12 50x60} }

18.一10歪 6 20×20
i烈右 肺 門 腺 灰 化 像
}・
§

19・一111♂ 5 23×33 左肺硬性初期攣化群
皿

i
へ 一

1巫 結核騰 膜炎死亡
20・一111念 6: 6x6

21・一i11♂ … ・5
"

45×66 !
昆2・■111♀ ¢2 8又12 両側肺門灰化陰影

痴

22 27x58 南側肺尖シモン病 竃 陽2名 共二肺結核死亡23.一 11皐

24.一
望

12♂ 10 10×15

12♀ ・ 40 16x17 右肺門周園浸潤}25.一
一 而㎝

12♀1 16 25×40
…

i一一

26.一
2τ・一 12♀` 40 雌

50×30

i

28.一 12♀ 20 右肺門周園浸潤}兄 、肺結核死亡(15、 ト同胞ナ リ)

12含 22 35×45右 肺硬性初期墾化群}伯 父、肺結核死亡29.一
13♀ ・一 14 13×15・30.一 断

31.一 13愈 28 20×30晴 肺騒 竈 ＼1・ ～

13舎 9 6x71i32.一
13・ ♀ 27 18×2d

、 』 」L_噂撫
i
i33.一

}

34.一 13髪 ♀ 27 50×50ii
牽

14含 1s 30×40i右臓 鞠 鞭 傑 叔母肺結核死亡35・■■ 國■ ■
一 一

14♂ 2 15×7}一

{

36.一
14♀ ・ 9

トー
13×181137.一

14♀ ・ 20嫉 黛・×351「38.一
14皐 10 4×839.一 右腕門脇腫脹

40」国 璽璽1μ5 30
睾10
x15 罐肺門腺腫脹 i叔父2名共欄 概 亡

(空 白 ハX線 異 常 ナ キモ ノ、家 族 史特 記 ス ベ キ モ ノナ シ)
、
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X線 検査 デ嚢 見 シタ活動牲結核 ハ4例 デ被検見

童全 員 ノ約1%二 和惜 シ、之 ハ有鳳 宝青水129)ノ

北 梅道農村 學童 二於 ケル0.8%'二 略 一致 シテ從

來工場、學校 二於 ケル集 團検診等 二砕 テ3-5%

テ アル ノニ比 シテ浅 カニ低 イモノデ アル 、

「ツ
.1反鷹 トX線 所見 トノ關係 テ観 ルニ反慮強陽

牲 ヂ ア リナ ガラ、何等病的陰影 ラ認 メ得 ヌ顧膨

アル。之等 ハ或 ハ新鮮感染 ノモ ノデ、未 ダX線
ノ

上認 メ得 ル程 度 ノ病漿 テ起 サ スモ ノトモ解 セラ

レ ルo

X線 所 見 子以 テ スベテヲ解澤 セン トスル傾 向 ガ

アル ガ嚴 『愼 ムベキデ アル・

叉X線 所見 ト赤沈 トモ必 シモー致 シナ イ。 コ ノ

コ トノ、既 二肺結核 患者 二就 イテモ、諸家 二依 テ

指摘 サ レテヰル』 トデ アルガ、 赤沈値正常 ノ故

テ以 テ患者 ノ襲 見 ラ怠 ヅテハ ナラヌ鋤

第5章 総括及ビ結論

余 ノ・昭和15年5月 、純農村 タル艀岡縣駿 東郡大

李村國民 聡校理童402名 二封 シテ結核検診 ノ目

的 ラ以 テ、 「ツJ皮 内反慮、 赤廃球沈降速 度検

査、胸部X線 検査 テ行 ツテ次 ノ結論 テ得 タ。

(1)本 村 二於 ケル 既往10ケ 年李均縮結核 死亡

ノ・人 口1萬 封2025デ 、 肺結核 ノミデノ・15.88

デ農 村 トシテノ・相當 ノ高傘 ト思バ レル。

(2)學 童 ノ「ツ」鷹 陽 憐 ノ・最高14・00±4・90

%、 最 低2.08±2.53%デ 李均8.46±1,33%デ 、

農村 二於 ケル學童結核感染傘 トシテモ極 メテ低

李 ヂァル。

(3)「 ツJ反 慮陽 性傘ハ必 シモ年齢 ノ檜 加二比例

シテ上 昇 テ示 シテヰナ イ。

(4N生 別 ニノ、男見雫均7.73±1.98%、 女見ンド均

・q
.05±1.85%デ 女 見ノ・男見 ヲ凌駕 シテヰルガ有

ぴ タ

意 ナル差異 トノ、考 ヘ ラレヌ。

(5)部 落 間 二「ツ」反癒陽 性卒 ノ差異 ハ アル ガ特

二意義 テ認 メ得 ナ ィ。

(6)學 童 ノ赤沈(1時 聞値)ヲ 見 ルニ、 全員 ノ

32.41%バ 正常値 く1-10mm)テ 示 ス、30mm以

上 ノ促進 デ示 スモ ノハ全 員 ノ27、59%二 當 ル。

(7)健 康 堪童赤沈値 〈1時 間 値〉ハM辻 叫=

16。90±0.443デ 、結核 児童 ノ夫 レ《M±m2=

23.20止5.545デ 統 計墨的 ニハ 有意 ナル撒 トハ

認 メラレナイ、

(8)「 ツ」反磨 ト赤沈 値 トノ間ニノ、特 別 ノ關係 テ

認 メナ イ。

(9)「 ッ」反慮 陽性 見童 ノ感 染源調査 テナ ス・=.家

族 乃至近親 内感染 ト考 ヘ ラレルモ ノハ 約30%

デ ア ル。 ダ
セ

(10)「 ッ」反慮 陽 匪見童34名 ノ中、X線 爲 眞":一テ

所 見 ヲ認 メタモ ノハ20%デ58.81%=當 ル。

(11♪X線 上所 見 ヲ分類 ス、ル ト、 石灰化原 獲竈2

例 、肺 門腺灰化陰影4例 、初期髪 化群5例b肺

門陰影籏大4例.肺 門尖及 ビ肺門腺結核3例 、

肺尖 肋膜腓懸1倒 ・Simon肺 尖 右琴化病竈1

例 デアル.,

(12>活 動 性結核 ト認 メ要治 療見童ノ・4名 デ、被

検見童全 員 ノ1%二 相當 スル。

(13)要 之 、本村墨童 ノ結核 感染率ノ・低 ク且 ツ活

動性結核患者 ノ登 見傘 モ從來 ノ集團検診成績 二

比 シデ梢 ζ低 イモ ノ ト思 バ レル。

・(昭 和17年7月29日 腕 稿〉

稿 テ終 ルニ臨 ミ、御校 閲 ヲ賜 ハ リタル恩師鯉沼

藪授 二封 シテ感謝 ノ意 ヲ表 ス.
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